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は じ め に 


今日 、 日 帝 本 国 に 於 いて 、 日 芝 を 殺 倒 せん と 既に 戦闘 を 開始 し つつ ある 武 
半 派 の 同志 諸君 と 、 戦 闘 の 開始 を 決意 し つつ ある 潜在 的 同志 諸君 に 対し て 、 
東 ア ジア 反日 武装 戦線 " 銀 ” は 「 兵 士 読 本 Vo1.1] を 送る 。 こ れ は 、 武 開 派 
同志 諸君 と 共に 束 ア ジア 反日 武装 戦線 へ 合流 し 、 そ の 強化 を めざす 為 の も の 
で ある 。 

「 兵 士 読本 Yo.1」 は 、 同 志 個 人 と 武闘 組織 な ど に 直接 送ら れ た が 、 洪 在 
的 同志 諸君 に も 読ま れる べく 、 特 定 の 書店 、 出 版 社 、 救 対 組織 な ど へ る 郵送 
され た 。 従っ て 、 こ の 関係 の 方 々 に あっ て は 、 可 能 な 限り これ を 公表 され ん 
こと を 切望 する 。 

さて 、「 和 兵士 続 本 Vo1.1」 は 、 東 アジ ア 反 日 武装 戦線 “ 狼 ” が これ まで 自 
分 た ちの 手 て 研究 、 開 発 、 実 験 し 、 爆 弾 間 争 を 闘っ た 経験 を 今 の 段階 で 総括 
する も の で あぁ あり 、 今 後 更に 深化 すべ きも の を その 内 容 と し て いる 。 即 ち 、 日 
帝 本 国 に 於 いて 武装 聞 争 三 都 市 ゲリラ 戦 を 開始 する に あたっ て 最低 限 守 ら な ね 
ば ぱ ば ならない こと 、 最 低 限 獲 得 し 、 習 熱し な けれ ば な ら な い 諸 技術 、 極 く 初 歩 
の 戦闘 に 於 ける 確認 すべ き 原 則 な ど を 今 迄 の " 狼 ” の 経験 より 提出 し 、 同 志 
諸君 に 点検 、 検 討 され る べき も の で ある 。 

_ 日 帝 本 国 に 於 いて 、 運 合 赤 軍 の 敗北 に 至る 多く の 武 開 組 織 の 全員 憶 補 、 武 
装 解 除 と いう 事態 と 、 爆 弾 す ら 作 り 得 ず 使 用 で き ない 観念 「 武 闘 」 派 の 存在 、 
爆発 し な い 全 武器 足り 得 な い 「 爆 弾 」 作り の 存在 。 そ れ は われ われ に 、 武 装 
闘争 三 都市 ダリ ラ 戦 の 基本 原則 、 初 歩 的 技術 の 獲得 を 再度 確認 、 実 践 する こ 
と を 要求 し て いる 。 即ち 、 そ れ は 、 日 帝 本 国 に 於 ける 非 合 法 、 下 活動 の 問 
題 て で あり 、 思 想 性 の 点検 の 問題 で あり 、 筆 弾 の 行使 な ど を は じ め と する 戦略 
的 、 戦 術 的 な 把 え 返 し の 問題 で ある 。 

を て 、「 兵 士 読 本 Vo1.1」 は 前 述 の 如く " 狼 ” の 経験 の 現時 点 で の 総括 で 
ある 。 過去 われ われ は いく つか の 非 合 法 関係 文書 、 爆 弾 の テキ スト を 共有 し 、 
大 い に 参 考 に し て きた 。 「 バ パラ の 詩 」、「 ゲ リラ 戦 教程 」、「 栄 養分 析 表 」 、 

「 新 し い ビ タ ミ ン 療法 】 な ど 。 し か し これ ら の テキ スト は 、 わ れ わ れ が 今日 
実際 に その まま 活用 する に は 、 い くつ か の 問題 を は らん で いる も の で も ある 。 
先ず ー つ に は 、 そ れ ら が 発行 きれ 、 そ れ ら の 発行 を 促進 し た 時 代 、 状 況 と 、 


われ われ が 生き て いる 今 と て は 大 き な 濾 い が あ る こと 。 従っ て 、 時 代 、 状 況 
の 違い を どの 様 に 克服 し て 読み 取り 、 実 際 の 力 に 転化 し て いく の か と い 3 課 
題 が ある こと 。 次 に 、 和 爆弾 三 武器 は 一 つ 問 違う と 、 製 造 填 、 使 用 者 と ぁ 危 険 
に さら し て し まう も の で ある に も か か わら ず 、 そ れ ら の テキ スト を 復 序 、 翻 
訳 紹介 し た 人 た ち が ど れ 程 確信 を も っ て (つま り 実 験 な ど を 繰り 返し て ) い 
た の か 疑問 だ と いう こと で ある 。 

張 " は 、 あ くま で も われ われ の 現状 より 問題 を 提示 し た いと 思う 。 そ し 
て 少な く と ぁゃ 料 弾 の 製造 に 関し て は 、 確 信 を も っ て 提示 する こと が で きる 。 

" 狼 ” は 、 現 在 い くつ か の 爆弾 「 事 件 ] に よっ て 治安 警察 か ら 「 追 求 」 さ 
れ て いる が 、 致 命 的 な 捜査 資料 は 残し て いな い 。 そ し て 次 の 「 事 件 」 の 準備 
を 着 々 と 進め て いる 。 それ を 今 迄 保障 し て きた の が 、「 兵 士 読本 Vo1.1」 の 
内 容 の 実践 的 適用 で あっ た 。 和 燥 志 諸 君 の 中 で 大 い に 検 対 ミ れ 、 こ れ を 踏み 台 
と し て 更に 飛躍 され ん こと を 期待 する 。 爆弾 の 製造 と それ の 行使 に 関す る 基 
本 準備 は 万 全 と な る は ず で ある 。 

な お “ 狼 " と し て も 、 基 本 的 準備 、 基 本 原則 を 踏ま えて の 更 な る 飛躍 、 高 
度 な テク ニッ ク な ど を 、 こ れ 以 後 連続 的 に 送る 「 兵 士 読本 Vo1.2」 、「 兵 士 
読本 Vo1.3」 に よっ て 展開 、 提 示す る つも り で ある 。 


き を て 、 以 下 に 東 ア ジア 反日 武装 戦線 " 狼 " は いく つか の 問題 を 提起 し 、 日 
帝 打 倒 を 志す 同志 諸君 と 、 そ の 確認 を 共有 し た いと 思う 。 


1 日 怖 は 、36 年 間 に 及 ぶ 朝 魚 の 侵略 、 植 民 地 支配 を 始め と し て 、 全 湾 、 
中 国 大 陸 、 東 南ア ジア 等 も 侵 隔 、 支 配 し 、「 国 内 」 西 展 地 と し て 、 ア イ 
ヌメ ・ モ シリ 、 沖 縄 を 同化 、 級 収 し て きた 。 われわれ は その 日 本 帝国 主義 
者 の 子孫 で あり 、 敗 戦後 開始 きれ た 日 帝 の 新 害 民 地 主義 侵 路 、 支 配 を 、 
許容 、 黙 認 し 、I 上 日 本 帝国 主義 者 の 官僚 群 、 資 本 家 共 を 再び 生き 返ら せ 
た 帝国 主義 本 国人 で ある 。 こ れ は 怖 然 た る 事実 で あり 、 す べ て の 問題 は 
この 確認 より 始め な く て は な ら な い 。 

















2 日 帝 は 、 そ の 「 緊 栄 と 成長 」 の 主要 な 源泉 を 、 植 民 地 和民 の 血 と 累 々 
た る 詩 の 上 に 求め 、 更 な る 収奪 と 犠牲 を 強制 し て いる 。 そ う で ある が 故 
に 、 帝 国 主義 本 国人 で あぁ る われ われ は 「 平 和 で 安全 で 豊か な 小 市 長 生活 」 
を 保障 され て いる の だ 。 
日 淀 本 国 に 於 ける 労働 者 の 「 闘 い 」 三 賃 上 げ 、 待 過 改 善 要 談 な ど は 、 


植民 地 人 民 か ら の 更 な る 収奪 、 犠 牲 を 功 求 し 、 日 診 を 強 北 、 補 呈す る 区 
時 金 労 働 運動 で ある 。 

海外 技術 協力 と か 称 さ れ て 出向 く 「 経 済 的 、 技 術 89、 文 化 的 」 派遣 則 
も 、 生 を 買い に 韓国 へ 「 旅 行 」 す る 観光 客 も る 、 す べ て 第 一 級 の 日 帝 侵 
略 者 で ある 。 

日 淀 本 園 の 労働 者 、 市 民 は 植民 地 人 民 と 日 常 不断 に 敵対 する 帝国 主義 
者 、 授 略 者 で ある 。 


日 淀 の 手足 と な っ て で 無自覚 に 侵略 に 荷担 する 日 帝 労 働 者 が 、 自 ら の 帝 
国 主 義 69、 反 革命 的 、 小 市 民 的 利害 と 生活 を 破壊 、 解 体 す る こと な し に 、 
「 日 本 プロ レタ リア ー ト の 階級 的 独裁 】 と か 「 暴 力 革命 」 と か を 例え ど 
れ 程 喝 え て も 、 そ れ は 全く の ペテン で ある 。 自ら の 生活 を 家 ぎ な い 前 提 
と し て 把 え 、 自 ら の 利害 を 更に 追求 する た め の 「 草 命 」 な ど は 、 全 く の 
宙 国 主義 的 反革命 で ある 。 一 度 、 袖 民 地 に 於 いて 、 反 日 帝 闘 争 が 、 日 帝 
資産 の 没収 と 日 帝 侵 略 者 へ の 攻撃 を 開始 する と 、 日 帝 労働 者 は 、 日 帝 の 
利益 擁護 三 自ら の 小市民 生活 の 安定 、 の 隊列 を 組織 する こと に な る 。 


日 診 本 国 に 於 いて 唯一 根底 8 的 に 関 っ て いる の は 、 流 民 三 日 雇 労 働 者 で 
ある 。 彼ら は 、 完 全 に 使い 捨て 、 消 耗 品 と し て 強制 され 、 機 能 付 けら れ 
て いる 。 安価 て で 、 使 い 捨 て 可能 な 、 何 時 で も 科 特 に で きる 労働 者 と し て 
強制 され 、 生 活 の あら ゆる 分 野 で 徹底 89 な ピン ハネ を 強い られ て いる 。 
そう で ある が 故に 、 そ れ を 見 抜い た 流 民 三 日 雇 労 働 者 の 闘い は 、 符 ヶ 崎 、 
山谷 、 寿 町 に 見 られ る 如く 、 日 常 不断 で あり 、 受 協 が な い 闘い で あり 、 
小市民 労働 者 の それ と は 真 向 か ら 対決 し て いる 。 


日 帝 の 侵略 、 植 忌 地 支配 の 野望 に 対し て 、 多 様 な 形態 で 反日 帝 闘争 が 
組織 きれ て いる 。 タ イ に 於 いて は 「 日 貨 排 圧 運動 」 、「 日 本 商品 不買 運 
動 」 と いう 反日 帝 の 闘い が 導火線 と な り 、 タ ノム 反革命 軍事 独裁 政権 を 
打倒 し た 。 韓国 に 於 いて も 、 学 生 を 中 心 に 反日 座 、 反 朴 の 開い が 死 を 周 
し て 闘わ れ て いる 。 し か し 、 人 過去 一 切 の 歴史 が そう で あっ た 様 に 、 わ れ 
われ は また も や 洞 ヶ 峠 を 決め 込ん て し まっ て いる 。 ベ トナ ム 革 命 戦争 の 
挫折 と われ われ と の 関係 に お いて も ぉ 又 然 り で ある 。 日 常 本 国 中 枢 に 於 け 
る ベト ナム 革命 戦争 の 展開 で は な く て 、「 ベ トナ ム に 平和 を 」 と 叫ん で 
し まう 。 米 帝 の 反革命 基地 を 黙認 し 、 日 需 の ペ ト ナ ム 特 筑 で われ われ も 


腹 を 肥やし た の で ある 。 支援 だ と か 連 否 だ と か を 叫ぶ ば か り で 、 日 帝 本 
国 中枢 に 於 ける 闘い を 徹底 的 に き ぼ ほっ た の て ある 。 ベトナム 革命 戦争 の 
挫折 に よっ て 、 批 判 さ れる べき は 先ず われ われ 自身 で ある 。 


6 われ われ に 課せ られ て いる の は 、 日 帝 を 打倒 する 闘い を 開始 する こと 
で ある 。 法 的 に も 、 市 展 社会 か ら も 許容 され る 「 闘 い 」 で は な くし て 、 
法 と 市 民 社 会 か ら は み 出 す 聞 い 三 非 合 法 の 闘い 、 を 武装 闘争 と し て 実体 
化す る こと て ある 。 自ら の 逃避 ロー 安全 弁 を 残す こと な く 、 “身体 を 張 . 
っ て 自ら の 反革命 に お と し まえ を つけ る ”" こと で ある 。 反 日 帝 武 装 闘 争 
の 攻撃 的 展開 こそ が 、 日 帝 本 国人 の 唯一 の 緊急 任務 で ある 。 過 日 、 地 下 
潜行 中 の 某 人 が 公表 し た 文章 に 見 られ る 待機 主義 は 否定 し な く て は な ら 
な い 。 


7 われ われ は 、 ア イヌ ・ モ シリ 、 沖 縄 朝鮮 、 台 湾 等 を 侵略 、 植 民 地 化 
し 、 梓 民 地 人 民 の 英雄 的 反日 帝 闘 争 を 圧 和 殺し 続け て きた 日 帝 の 反革命 侵 
略 、 植 民 史 を 「 過 去 ]」 の も の と し て 清算 する 傾向 に 断固 反対 し 、 そ れ を 
粉砕 し な けれ ば な ら な い 。 日 帝 の 反革命 は 念 $ な お 氷 々 と 続く 現代 史 そ 
の も の で ある 。 そ し て 、 わ れ わ れ は 植民 地 人 民 の 反日 需 革 命 史 を 復権 し 
な く て は な ら な い 。 


われ われ は 、 ア イヌ 人 民 (彼ら が アイ ヌ と し て 聞い を 組織 する 時 、 日 帝 治 
安 警 察 は 、 在 日 朝鮮 人 に 対す る と 同様 、 外 事 衰 が その 捜査 を 担当 し て いる 。) 
沖縄 人 民 、 朝 鮮 人 所 、 台 湾 人 民 の 反日 帝 闘争 に 呼応 し 、 彼 ら の 間 い と 合流 す 
る べく 、 反 日 帝 の 武装 闘争 を 圭 よ うに 聞 う “ 狼 ” で ある 。 

われ われ は 、 新 旧 帝 国 主義 者 三軍 国 主義 者 、 植 民 地 主義 者 、 帝 国 主義 イデ 
オロ ー グ 、 同 化 主義 者 を 抹殺 し 、 新 | 旧 帝 国 主義 、 丁 民 地 主義 企業 へ の 攻撃 、 
財産 の 没収 な ど を 主要 な 任務 と し た 『“ 狼 " で ある 。 

われ われ は 、 東 アジ ア 反 日 武装 戦線 に 志願 し 、 そ の 一 翼 を 担う “ 張 " で あ 
る 。 




















第 1 章 
武装 闘争 = 都市 ゲリラ 戦 の 
開始 に 向け て 








武装 開 争 を 、 大 衆 運動 の 自然 的 延長 線上 に 構え て は な ら な い 。 こ れ は 鉄則 
で ある 。 日 帝 本 国 に 於 ける 、 今 迄 の 武闘 派 の あら ゆる 骸 北 は 、 こ れ の 無自覚 
な いし は 軽視 で あっ た と 断言 で きる 。 武装 姜 争 三 都市 アダ リラ 戦は 、 正 ら 決意 、 
志 願 し 、 自 ら 準備 を 始め る こと か ら 出 発する 。 


第 1 篇 
個人 的 準備 ニ = ゲリラ 兵士 と し て の 配慮 


ダリ ラ 兵 士 は 、 あ ら ゆ る 面 で 肥大 化し た 都市 機能 、 雑 踏 を 最大 限 に 活用 し 、 
隠れ み の と し な く て は な ら な い 。 又 、 地 大 限 の 注意 と 配慮 を 構 し な く て は な 
ら な い 。 従っ て 、 ゲ リラ 兵士 の 出発 の 第 一 は 、 そ の 条件 を 整え る こと に ある 。 


1 左翼 活動 家 で ある と 思い 込ん で いる 自分 、 又 は 入 人 より そう 思わ れ て 
いる 自分 を 、 生活 形態 な ど を 変え て いく こと に 偽っ て 消し て いく こと 。 


① 居住 地 に 於 いて 
⑧ 居住 地 に 於 いて 、 極 端 な 灰 密 主義 、 閉 鎖 主 義 は 、 か えっ て 草 穴 


を 撮る 結果 と な る 。 

@ 表面 上 は 、 極 < 普 通 の 生活 人 で ある こと に 徹する こと 。 (そう 
思わ せる こと だ 。) 

⑥ 生活 時 間 を 、 表 面 上 市 民 社 会 の 時 限 内 に 復 す る こと 。 (特に 、 
時 間 の 転倒 に は 気 を 付け な く て は な ら な い 。) 

⑧ 近所 付き 合い は 、 浅 く 、 狭 く が 原則 で ある 。 最 底 限 、 隣 人 と の 
換 拶 は 不可 欠 で ある 。 

⑧ 居住 処 と し て の アパ バ パート や 下宿 等 に 、 多 勢 の 人 間 の 出入 り が や 
た ら に 目立ち 、 深 夜 、 明 け 方 に 及ぶ ヒン ヒン 話 が 続く こと は 止め 
な く て は な ら な い 。 

@ 居室 に 生活 用 品 が 全く 無く 、 ポ ボス ター、 ス テッ カー 等 が 散乱 、 
貼付 し て ある 状態 は 、 絶 対 に 止め みな く て は な ら な いし 、 形 は 整え 
な く て は な ら な い 。 こ の こと は 、 引 っ 越し の 際 な ど 荷 物 が 無い と 
大 変 目 立っ も の だ し 、 そ の 事 に 依っ て 人 目 を 人 避け 、 コ ソン コソ と 動 
き 回 る 結果 と も な る 。 

⑥ 居室 は 常に 整理 し 、 清 潔 を 保っ こそ と 。 名簿 、 住 所 録 、 手 紙 、 手 
帳 な ど は 常 日 ご ろ 整 理 し 抜き 、 必 要 に 応じ て 暗号 化す る こと 。 不 
必要 な も の 、 在 る こと の まず いも の は 他 に 移す か 、 廃 棄 、 焼 却 す 
る こと 。 





職場 に 於 いて 

⑧ 職場 の 選択 の 際 、 何 故 そ こ を 選ぶ の か 明確 に し て お く こ と 。 

⑧ 既に 職場 に 居る 場合 は 、 同 じ く 、 何 故 現在 この 職場 に 居る の か 
を 常に 意識 89 に し て お く こ と 。 メ ン バ ー を オル グ す る た め に か 、 
その 企業 を 内 部 か ら 解 体 す る た め に か 、 あ る 特殊 な 技能 、 物 資 を 
得る た め に か 、 単 に 生活 費 を 稼ぎ 出す た め に か 、 そ れ ら の いずれ 
に せよ は っ きり ざさ せる こと 。 無 人 節操 に あれ も これ も と 手 を 出す ペ 
き で は な い 。 

⑧ 別に 明確 な 目的 を 持た ず に 現在 の 職場 に 就 い て いる 場合 、 組 合 
な ど て 極左 的 に 、 原 則 8 的 に ゴリ 押し し な いこ と 。 経営 者 は すぐ に 
タレ 込み を する 。 

@ 居住 地 、 職 場 と も 共通 な こと は 、 極 端 な 秘密 主義 、 朗 鎖 主 義 に 
陥ら ぬこ と と 、 左 的 粋 が り を 一 切捨て 去る あ 、 と いう こと で ある 。 
長 毅 で 、 ヒ ゲ を た くわ え 、 米 軍 放 出 の 戦闘 服 な ど を 著 た 「 武 闘 派 」 


が いる が 、 そ れ は 偽物 で あり 、 人 危険 極まりない 男 で ある と 判断 す 
べき で ある 。 


ゲリラ 兵士 は 、 市 民 社 会 に 自ら の 正体 を 知ら れ て は な ら な い 。 そ れ は 
鉄則 で ある 。 と ころ が 、 武 開 派 の 諸君 も 、 こ と 人 間 関 係 に つい て は 全く 
無節操 で あり 、 下 手 で ある 。 今 迄 の 武 開 派 の 敗北 の 大 半 は 、 人 問 関係 の 
失敗 の 結果 と いっ て も 人 包 言 で は ある まい 。 


① 親 、 子 、 兄 区 、 妻 、 夫 、 友 人 な ど と の 関係 に つい て 

⑧ 家族 と の 関係 を こと そら に 絶つ 必要 は な い 。 ベ タ ベ タ する 必要 
は 全く な い が 、 あ る 日 突然 連絡 を 絶つ こと は 、 祭 程 の 事情 が な い 
限り 止め た 方 が いい 。 突然 関 係 を 絶つ こと に 依っ て 、 か えっ て 身 
動き の と れ な く な る 場合 も 起り 得る 。 

⑥ 家族 を 抱き 込む か 、 関 係 を 絶つ か と いう 二 者 択 一 は する 必要 が 
な い 。 「 反 戦 、 反 安保 」 で 共闘 する こと と は 根本 的 に 異な る の だ 
か ら 、 全 面 的 な 交通 を 保 の こと は で て でき な い の だ 。 われわれ に と っ 
て の 全面 的 交通 と は 同志 関係 の こと で ある 。 従っ て 、 極 く 普 通 の 
家族 関係 が あれ ば いい の だ 。 

⑧ 市 民 社 会 で の 「 友 人 」 に つい て も 同様 で ある 。 関 係 を 絶っ の が 
まず い の で あれ ば 、 そ れ を こと そら に する 必要 は な い が 、 わ れ わ 
れ に し て みれ ば 、 そ の 関係 の 必然 性 も また 全く な い の で ある 。 関 
係 が ある と いっ て も 、 家 族 同 様 、 自 身 の 真 の 姿 を 見 せ て は な ら ず 、 
それ に は 全く タッ チ し な い 関 係 で な く て は な ら な い 。 その 友人 が 
将来 同志 と し て で 共に 闘う 友人 で ある の か 、 何 故に 現在 関係 を 有 し 
て いる の か 、 厳 密 に 検討 すべ き で ある 。 


② 合法 @9 左 翼 と の 関係 に つい て 
⑧ 職場 に 於 いて 、 学 校 に 於 いて 、 居 住地 に 於 いて 、 彼 ら と の 関係 
は 原則 的 に 厳 横 で ある 。 彼ら の 圧倒 的 大 部 分 は 、 徹 底 的 に 質 が 悪 
い 。 口 $ 尻 も 軽 す ぎ て 、 全 く 信用 て きぬ 代表 的 部 分 で ある 。 
⑯ 彼ら と の 関係 の 中 で 、 組 織 の 拡大 、 強 化 な ど を 考え る の は 全く 
の 幻想 で ある し 、 そ れ を 強行 すれ ば 、 組 織 の 解体 に すら つなが る 
こと に な る 。( ゲ リラ 兵士 は オル グ さ れ て 成長 する も の で は な い 。) 








③ マス コミ ・ ト ッ プ 屋 と の 関係 に つい て 

©⑧ マス コミ ・ ト ッ プ 屋 と の 関係 は 、 一 切 合 財 止め る べき で ある 。 
「 赤 衛 軍 ] と か の ドジ 踏み の 例 を 引用 する まで も な いて あろ うぅ 。 

⑧ マス コミ は 商品 と し て 売り 出さ ん が た め に 、 聞 い の 本 質 を 歪曲 
し 、 陣 蔽 し 、 自 ら の 論理 で 粉飾 し て 流通 機構 に の せる 。(" 狼 ” も 
コッ テリ と 小 ブ ル 論理 で 粉飾 きれ た 記事 を 書か れ た 経験 が ある 。) 
それ を 意識 的 に 日 々 遂行 し て いる マス コミ 関係 者 、 評 論 家 と か 9 平 
ば れる 連中 は 、 例 えど れ 程 左翼 的 ポー ズ を と ろう と も 、 そ れ は ポ 
ー ズ に 過ぎ な い 。 奴ら と の 関係 を 持っ て は な ら な い 。 サ ツ に 之 ら 
れ て 、 奴 ら に し こ た ま 稼が せる 前 に 気付 く こ と だ 。 


3 更に いく つか の 基本 的 注意 


⑨ ゲリラ 兵士 は 酒 を 飲ま ぬ 。 酒 は 平常 心 を 失わ せ 、 羽 目 を は ず し 、 
油断 を 生じ 易く する 。 こ れ は 、 ゲ ダリ ラ 兵 士 に と っ て の 最大 の 敵 で 
ある 。 特に 、 何 人 か 集 っ て の 酒 息 り は 厳禁 で ある 。 それ は 、 合 法 
左 嗣 の 専売 特許 で ある べき だ 。 

⑧ 喫茶 店 を 使用 する に は 、 充 分 の 配慮 が 要求 され る 。 特 定 の 店 を 
使用 せ ぬ こと 。 顔 を 覚え られ て し まう 。 よく 、 団 体 で 長 時 間 、 左 
要 系 出版 物 を 裸 て 携行 し 、 ノ ー ト を 広げ て 、 学 生活 動 家 得 意 の 用 
語 を 駆使 し て 、 口 角 泡 を 飛ば し て いる の に 出 っ く わす が 、 あ れ は 
みっ と も な いし 、 絶 対 に まず い の で て 、 わ れ わ れ は それ を タプ ブー と 
し な く で て は な ら な い 。 総じて 、 喫 茶店 の 使用 は 注意 すべ き で ある 。 
私 服 が ゴロ ゴロ し て いる し 、 過 去 、 そ れ に 依っ て 敗北 し た 例 る 沢 
山 あ る の だ か ら 。 

@ 居室 を 製造 所 (工場 ) と し て 使用 する 場合 、 深 夜 ま で キリ キリ 、 
ガリ ガリ 隣り 近所 に 聞こ える 様 な 作業 を し な い 様 注意 する こと 。 

⑥ 健康 の 維持 は 、 ダ リラ 兵士 個々 人 の 任務 で あり 、 表 任 を 持た ね 
ば な ら な い 。 運動 選手 の よう な 身体 で ある 必要 は 全く な い が 、 聞 
い に 要 求 さ れる 健康 状態 を 常に 保っ て いな けれ ば な ら な い 。 肉体 
的 消耗 は 、 精 神 を も 消耗 きせ 、 活 動 の 停滞 に つなが る も の だ 。 日 
常 的 な 点検 と 鍛練 が 必要 で ある 。 


ゲリラ 兵士 は 、 同 志 以 外 と の 交通 関係 は 極力 少く し 、 市 展 社会 に 於 いて も 
うま く 立 ち 回 っ て 、 自 分 の 真 の 姿 を 見 せな いこ と が 鉄則 で ある 。 先 に ぉ 角 れ 
た が 、 弟 、 兄 弟 、 妻 、 夫 、 子 供 、 友 人 と の 関係 に 於 いて も 、 困 難 な 問 題 を 抱 
える で あろ う が 、 原 則 は 原則 で ある 。 同 志 以 外 の 人 間 に 対 する 合 戒 と 配慮 は 、 
例え 肉親 で あっ て も 同様 て ある 。 重大 な 決意 を 必要 と する か も し れ な い が 、 
そこ で も た つい て いて は ダリ ラ 兵 士 に は な りき れ な い 。 

われ われ は 、 自 分 の 姿勢 、 生 活 形態 、 目 的 意志 を 点検 、 確 認 し 、 交 通関 係 
を 上 整理 し 、 自 分 の 生活 を すべ て 武装 闘争 に 向け る こと に 依っ て 、 最 初 の 準備 
を し 終え る こと に な る 。 








第 2 篇 
武装 都市 ゲリラ 組織 の 基本 形態 


武装 同人 争 を 聞い 抜く ゲリラ 兵士 は 、 極 め て 詳細 な 専門 的 知識 、 経 験 、 訓 棟 
を 有 要求 され る 。 即ち 、 個 々 の ゲリラ 兵士 の 職人 的 熟練 と 正確 き 、 芸 術 家 的 情 
熟 と 創意 工夫 が 要求 され て いる の で ある 。 そ の 個々 の 力 を 結合 し 、 更 に 促進 
させ る の が 組織 で な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 武 装 三 都市 ゲリラ 組 織 は 、 武 
装 聞 争 を 有効 に 、 成 功 禄 に 展開 する た め に 、 最 大 限 の 機能 性 を 発揮 する も の 
で な けれ ば な ら な い 。 常 に 攻撃 性 を 主要 に 考え な く て は な ら な い が 、 治 安 整 
察 な どの 追求 を か いく ぐる 配慮 も また 、 膨 求 さ れる 。 


1 任務 の 分 担 

⑨ それ ぞ れ の 組織 の 事情 に 依っ て 、 多 様 な や り 方 が ある と は 思う が 、 
重要 な いく つか の 仕事 に つい て は 、 そ の 任務 を 分 担 す る こと 。 

( " 眼 ” の 場合 は 、 武 器 、 爆 某 の 製造 ・ 保 管 ・ 財 政 ・ 情 報 収集 ・ 通 信 
連絡 等 に 任務 を 分 揚 し て いる 。) 

一 個人 に 集中 的 に 過 軍 な 負担 を か け て は な ら な い 。 個々 が その 任務 
を 受け 持つ こと に 依っ て 、 専 門 的 て 充分 な 力 を つけ る こと が で きる し 、 
相互 の 任務 を 活発 に 、 円 滑 に 、 計 画 的 に 進め る こと が で きる 。 そし て 、 
任務 を 分 担 す る こと に 依っ て 、 例 えば 一 人 が 示 馬 、 戦 死 し た と し て も 、 
組織 全体 に 波及 する こと は な いし 、 ダ メー ジ を 最小 限 に 食い 止め る こ 
と が で きる 。 (その 際 の 、 任 務 の 引継 ぎ に 関 し て は 、 訓 練 の 項 で 迷 ペ 
る 。 ) 

@ 任務 の 分 担 に 関連 し て 、 ア ジ ト (集会 、 会 議場 、 運 絡 ポ イント) ・ 
武器 庫 ・ 工 場 ・ 前 進 (出撃 ) 拠点 は 、 絶 対 に 一 致し て は な ら な い 。 
致 き を せ て いる と 、 一 挙 に 解体 を れる 危険 を 生じ 易い 。 連 合 赤 軍 (彼ら 
は 山 の 中 で は あっ た が ) の 敗北 を 見 る を まで も な いで あろ うぅ う 。 し か し 、 
未だ それ だ け の 準備 と 隊形 を 整え な いで いる 場合 に は 、 武 器 庫 と 工場 
と か 、 龍 進 拠点 を 仮 の アジ ト と する と か で 、 う まく 組み 合わ せる と よ 
い 。 し か し 、 武 器 庫 や 工場 を アジ ト と 一 致 を させ で は な ら な い 。 
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2 通信 、 連 絡 、 符 筐 な どの 取り 決め 

@ ダリ ラ 扶 エー 人 一 人 は 、 組 織 名 を 持つ べき で ある 。 日 常 、 市 民 社 会 
に 於 いて 、 わ れ わ れ は 本 名 と 法 的 手続 き の 下 て 生活 する 訳 て ある が 、 
組織 内 部 で は 一 切 、 組 織 名 で 呼ば れる べき で て ある 。 し か し 、 市 民 社 会 
に 於 いて 、 相 互 に 訪問 し た り 、 重 話 達 絡 し た りす る 場合 は 、 組 織 名 と 
本 名 と を 厳密 に 使い 分 け ね ば な ら な い 。 それは 、 相 当 の 時 間 と 征 練 を 
積ま なく で は な ら な い が 、 そ れ が て で て き て いな いと 、 戦 闘 時 に 往々 に し 
て へ マ を や っ て し まう 。 戦闘 時 に 本 名 を 呼び 合い 、 そ れ が 敵 に 知れ た 
場合 、 そ れ は 裏切り と 同等 の 人 罪 に 値する 。 

@ 内 部 通信 、 連 絡 は 、 す べ て 符 肛 を 使用 すべ き で ある 。 電話 、 手 紙 な 
と で 、 最 悪 の アク シ デ ン ト を 想定 せ ず に 、 だ れ に で も わか る や り 方 で 
連絡 し 合う の は 絶対 に まず い 。 従っ て 、 あ ら か じ め 組 織 内 部 で 符 肛 を 
設定 、 確 認 し 合う 必要 が ある 。 


3 武器 、 弾 藻 、 闘 争 資金 の 獲得 、 挫 出 

@ 武器 弾薬 、 賠 争 資金 は 、 自 ら て 製造 、 獲 得する の が 鉄則 で ある 。 
" 狼 " の 場合 は 、 特 に 思想 8 的 に この 点 を 最 電 要 視 し て いる 。 断じて 他 
人 和信 に 依拠 し て は な ら な い 。 こ れ ら を 自ら 製造 、 獲 得 、 失 出す る の が 、 
われ われ の 武闘 の 開始 に 他 な ら な い の だ 。 な お 、 開 争 資金 の 問題 で あ 
る が 、 “ 狼 ? は 強制 収奪 を 否定 し な い 。 だ が 、 や り 方 と 狙う 対象 は 、 
充分 検討 し た 上 で な けれ ば な ら な いと 考え て いる 。 以 前 、 ど こ か の グ 
ルー プ が や っ て いた 辻 強盗 、 ひ っ た くり に 関し て は 償 定 せ ざ る を 得 な 


い 。 


4 一 練 と 兵士 の 補充 
@ 害 練 は 、 具 体 的 な 日 程 に の ぼっ た 開 争 を 照 消 に 入れ て 行う だ け で は 
な く て 、 定 期 89 に も 行う べき で ある 。 戦闘 に 必要 な 全 ゆ る 力 を 獲得 す 
る も の で あり 、 日 常 活動 の 成果 を 一 っ 一 っ 点検 する 役目 を も 持っ 。 即 
ち 、 釧 練 の 中 で 、 個 々 の 年 務 の 成果 を 全体 に ゆき わた ら せ 、 そ の 任務 
を 、 火 急 の 際 に は 他 の 兵士 に 引き 継ぐ 効果 も 持つ も の で ある 。 劉 練 の 
過小 評価 は 、 敗 北 に つなが る 。 
“ 級 " は 、 あ ら ゆ る 機会 を 活用 し て 定 緑 を 行なっ て いる 。 だ が 、 そ 
れ を 行なう 人 過程 で 、 場 所 を 探す の に 大 変 苦労 し て きた 。 従っ て 、 副 線 
場所 の 選定 も 難し い 問 題 で ある 。 大 大 薩 峠 の 敗北 を 想い 起き な く て は 
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な ら ない 。 

⑨⑥ ゲリラ 組織 は 、 兵 士 の 数 の 多少 に こだわ る 必要 は な い 。 少 人 数 で も 
計画 と 訓練 が 人 ゆき と どい て いれ ば 、 大 胆 に 鋭く 闘い きれ る 。 多 入 数 必 
ず し ゃ その 組織 の 力 の 反映 で は な い の で ある 。 従っ て 「 水 増し は 絶 
対 に 避け な く て は な ら な い 。 こ れ も る 敗 北 に つなが る も の で ある 。 

©⑨ われ われ は 人 間 関 係 を 限定 し 、 合 法 的 左 愛 と の 関係 を 絶っ て いる 。 
それ で も な お 、 わ れ わ れ は 新た な ゲリラ 兵士 を 迎え 入れ る こと が で き 
る 。 そ の 可能 性 は 、 わ れ わ れ の 武装 闘争 に 依っ て 生ま れる 。 

⑥ 新規 の ゲリラ 兵 士 と の 実際 の 結合 は 、 時 間 を か け て 、 相 互 に 点検 し 
含 い 、 訓練 を 終了 し た 後 勝ち 取る べき で ある 。 デモ へ の 9 呼びかけ を す 
る の と は 訳 が 違う の だ か ら 、 慎 重 に 構え る べき を で ある 。 そし て 新規 の 
ダリ ラ 兵 士 を 鍛え る 最良 の 方 法 は 、 討論 で も 、 研 究 ・ 認 識 作業 で も な 
く 、 も っ ぱら 武装 闘争 を 共に 闘う こと で ある 。 そ し て その 聞い を 組織 
し 、 勝 ち 抜く こと に 入っ て 、 新 規 兵 士 と 古参 兵士 の キャップ を 埋め 、 
相互 の 信頼 関係 を 強 園 に する こと が で きる 。 





以上 て で 、 武 装 王 都市 アダ リラ 組織 の 基本 的 形態 や 維持 に 関し て 、 大 体 の 基本 
線 を 確認 で きた と 考え る 。 主 要 に 見 て きた も の は 、 大 き な ね 組織 に つい て と い 
うぅ う よ り は 、 小 さ な ね 組織 に つい て で あっ た 。 大 き な 組 織 に 関し て いえ ば 、 そ れ 
は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た 小隊 と か 班 と か に 依っ て 形成 され る べき で あり 、 初 め 
か ら ピ ラミ ッ ド 方 式 と か アル ジ エ 方 式 と か て 頭 を 悩ま す 必 要 は な い の だ 。 都 
市 ダリ ラ 戦 に 於 いて 有効 な の は 、 少 数 の 兵士 に 依る 独立 し た 小隊 や 班 の 動き 
で ある 。 班 と 班 、 小 隊 と 小隊 と の 関係 ・ 連 絡 は 、 個 々 の 兵士 の 間 に 於 ける 関 
係 ・ 連 絡 と 同様 の もぉ の を 原則 と する 。 

“ 紋 " は 、 政 治 綱領 を 決め て 、 そ れ を 前 提 に 押し た て て 結集 し た 組織 で は 
な い 。 ヘル メッ ト と 鉄 パ イプ で 「 武 装 ] し 、 政 案 阻 止 人 争 を 「 聞 い 」、 状 況 
を 変え て 革命 に 至ら し め よ うと し た われ われ の 思考 パタ ー ン を 簡単 に 蹴 散 ら 
し 、 思 考 を 決定 的 に 逆転 き を せ た の は 、 日 帝 の 反革命 史 と 、 ア イヌ ・ 沖 縄 ・ 朝 
鮮 ・ 台 湾 人 民 の 反日 帝 亭 命 史 の 確認 で あっ た 。 " 張 ” は 、 日 本 人 革命 者 と し 
て 何より ゃ 先ず 最初 に 聞い 抜か な く て は な ら な い の は 、 日 帝 の 歴史 、 日 帝 の 
構造 総体 に 対し て “お と し まえ を つけ る ? こと で ある と 確信 し て いる 。 

従っ て 、 武 装 に 関し て も 、 石 つぶ て か ら 角 材 、 角 材 より は 鉄 パ イプ と 火炎 
ビン 、 そ れ で も まだ 機 動 隊 に は 勝て な いか ら 手 投げ け 筆 弾 と いう よう な 恩 考 か 
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ら 取 り 組 ん だ の で は な い 。 唯一 、 一 人 一 人 の 思想 性 が 、 武 装 を 追求 し た 結果 
な の で て で ある 。 そ う で ある が 故に 、 “" 銀 "は 一 人 一 人 の 思想 性 に こそ 依拠 し た 
武装 組織 で あり 、 一 人 一 人 の 思想 竹 の み が 、 結 束 と 、 豚 い の 更 な る 深化 を 伺 
証し て いる の で ある 。 

* 銀 り は 既に 東 ア ジア 反日 武装 戦線 に 志願 し 、 そ の 一 婁 を 担っ て いる 。 反 
日 武装 凍 争 を 聞 お うと 決意 し て いる 、 小 隊 か ら 大 き な 軍 隊 ま で を 含め て すべ 
て の 武闘 派 に 、 " 張 ” と 共に 東 ア ジア 反日 武装 戦線 に 合流 し 、 共 に 聞 う こと 
を 呼び か けた いと 思う 。 
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第 3 篇 


武装 闘争 に 必要 な 技術 と 一 口 に 言っ で も 、 そ れ は 実に 多 方 面 に わた っ て い 
て 、 わ れ わ れ が 経験 し て きた こと 、 ま た 知り 得 た こと は 極 く 初歩 的 な る の だ 
と いう こと が で きよ う 。 けれど も る 初歩 的 だ か ら こ そ 、 こ れ を 充分 に 避 得 し 、 
訓練 を 積み 電 ね る こと は 、 武 闘 派 同志 諸君 に と っ て 欠か すこ と の で き な い 重 
要 性 を 持っ て いる 。 武装 馬 争 の 戦術 は 、 わ れ わ れ の 置か れ て いる 条件 を 無視 
し て 考え れ ば 、 様 々 な 方 法 を 取る こと が で きる 。 し か し われ われ は 豪 想 家 で 
は な いし 、 ま し て 、 生 命 る 何もかも な げ う っ て 一 つの こと に 向かお うと する 
の だ か ら 、 慎 和 軍 に 、 確 実に 英 を 射 ち 、 完 全 に 打倒 する こと を 考え ね ば な ら な 
い 。 

この こと を 念頭 に 置い て 、 以 下 詳 述 する 「 技 術 鷺 」 さ ら に 「 展 開 」 を 読ん 
で 頂き た い 。 た だ し 具体 的 に 指示 し た 数 量 、 寸 法 、 形 状 な ど は 、 経 験 的 に つ 
か ん だ 実用 範囲 で あり 、 必 ず し も 絶対 的 な 、 こ れ し か な いと いう よう な も の 
で は な い 。 


1 火薬 
1 火薬 に つい て 知る こと は 武装 の 基本 で ある 。 


2 われ われ の 、 火 薬 の 使用 目的 は 、 
爆破 

対人 殺傷 用 爆弾 の 装 栗 
信管 (起爆 用 装 朱 ) 

弾 坊 、 砲 弾 の 発射 薬 

その 他 


@@@@@ 
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3 火 藻 の 入手 

混合 火 革 の 自家 製造 

ニトロ 化合 物 な どの 自家 製造 
火薬 庫 な どか ら の 奪取 
銃砲 店 か ら の 合法 的 購入 


COED 


( 注 ) 


『 


2 ) 


3 ) 


現在 最も 入手 が 簡単 な 材料 は 除草 剤 (塩素 酸 ナ トリ ウゥ ムーNacC103) で 、 
商品 名 デ ク サ トー ル 、 ク ロレ ー ト ソー ダ 、 デ ゾ レ ー ト 、 で ある 。 
季節 (5 一 8 月 ) と 地域 ( 固 薬 ) を 選べ ば 、 一 応 使用 目的 等 を 聞か れる 
に し て も る 、 入 手 す る こと は 難 か し いこ と で は な い 。 い き な り ぷっ つけ に 
店 に 入ら ず 、 店 の 様子 や 局 囲 の 状況 等 を っ か ん だ 上 て 店 に 入り 、 用 御 を 
切り 出す こと 。 な お 、 ど と どん な こと を 開か れ て も よど みな く 言 える よう 話 
を 作っ て 、 練 百 し て お く と よい 。 


混合 火薬 を 作る の に 特殊 な 器具 は いら な い 。 た だ し 乳 ば ち は 、 和 画材 店 
等 で 大 型 の も の を 購入 し て お さく 方 が よい 。 


最初 は あれ これ 試み ず に 、 黒 色 火 薬 ( 井 素 酸 カ リウ ム 、 塩 素 酸 ナ ト リ 
ウム 、 硝 石 等 の 主剤 三 75 昌 、 木 炭 ( 試 豆 ま た は 工業 用 活性 炭 で も よい ) 
15 久 、 硫 黄 三 10 多 ) が 安全 て 威力 も ああ る の で 、 こ れ か ら 始 め る 方 が よ 
い 。 詳し い 製 造 法 に つい て は 「 バ ラ の 和 詩 」 等 に 詳し く 書 か れ て いる の で 
ここ て は 省略 する 。 な お 、 製 造 上 の 注意 点 を 若干 記す と 次 の 様 に な る 。 


① は か り は 、 て ん びん ば か り 等 の 精度 的 に 信頼 で きる も の を 使う こと 。 
ヘル ス メ ー タ ー 等 は 使わ な いこ と 。 

② 容器 、 ス プー ン 等 の 直接 薬品 に 触れ る 回 具 類 は 、 す べ て 非 金 属 製 の 
も の を 使用 する こと 。 

③⑬ 乳 ば ち は 、 三 っ の 薬品 に つい て 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 別 々 に 用 意 する 
sia 

(④ 消火 器 等 で 万 一 の 時 の 用 意 を する こと 。 

(⑥ 両 天 の 日 の 製造 は 、 湿 気 の こ と を 考え て 避け る こと 。 


15 


⑥ 混合 比 は 、 す べ て 重量 比 て ある か ら 注 意 す る こと 。 な お 、 識 量 の 際 
1 久 未 満 に つい て は 神経 質 に な る 必要 は な い 。 

⑦ 木炭 、 砂 半 は 、 で きる だ け 細 か くす りつ っ ぷ し 、 粒 の 大 き ざ さも 平均 に 
ずる こと 。 

(⑧ 硫黄 は 均一 に 混 ざ り に くい の で 、 た と えば 木炭 を 50 g ずっ に 分 け 、 
この 50 g に 対し て 、50X10 ノ 15 三 33 g ずっ を 加え で よく 混合 し 、 そ の 
後 主 剤 を 加え る 方 法 を 取れ ば よい 。 な お 一 般 的 に 、 総 量 分 を 一 度 に 混 
合 す る よう な や り 方 で は 均一 に 混合 で き な い の で 、 数 百 グ ラム ずつ に 
分 け て 混合 する 方 法 が 望ま し い 。 

⑨ 混合 し た 火薬 を 、 乳 ば ちの 中 で すり っ つっ ぷ し で は な ら な い 。 


黒色 火 楽 以外 の 火薬 の 製造 方 法 に つい て も 「 バ パラ の 詩 』 等 に 譲る 。 


4) 塩素 酸 ナ トリ ウム を 使っ た 火薬 は 、 非 常に 早く 湿気 を 吸い 、 使 いも の 
に な ら な く な りや すい の で 、 保 管 に 注意 する 。 


5) 木炭 が 間に合わ な い 時 は 砂 編 で 代用 て きる が 、 威 力 を 引き 出す た め に 
は 容器 ( 弾 体 ) を 強力 に 作る 必要 が ある 。 混 合 比 は 主剤 60 多 、 砂 精 三 
30 久 、 硫黄 10 久 。 混 合 方 法 は 木炭 と 同じ 。 


6) 組織 的 力量 に よっ て は 、 火 薬 庫 か ら 奪 取 す る こと が で きる 。 し か し 71 
年 の 暮れ あたり か ら 、 す べ て の 火薬 庫 が 電子 装置 に よる 警戒 一 サイ レン 
及び 、 現 場 事務 所 、 合 宗 署 へ の 非常 ベル 、 が 法 的 に 強制 され て 、72 年 度 
内 に 完備 し た 模様 な の て で 、 極 く 短 期 的 に 設置 を れる 小 量 火 薬 庫 の 例外 を 
除い て 、 固 定 さ れ た 火 村 庫 を お そう に は 、 費 密 な 作戦 と 機動 カ 、 武 装 、 
が 必要 だ と 考え る べき で ある 。 
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2 起爆 装置 


起爆 装置 の 構成 要素 (時 暇 式 の 場合 ) 


@@@@ 


発火 装置 a 
坊 管 部 
装 苔 / 生 
時 計 , 
> 時限 壮 


A 電気 串 管 。 起爆 用 装 薬 を 省 いた 発火 装 置 の み の 手 製 意気 雪 管 の 作り 方 。 


(TNT、. ダ イナ マイ ト 等 の 起爆 に は 使用 で き ない 。) 


大 用 意 す る も の 友 


1 


らら oe で の の キト の rm 


= 


= に 
の Mw 


ガス 点火 用 ヒー ター (2.5 V 用 ) 

ビニ ー ル 役 才 線 ( 紀 め で 黒 と 黄色 ) 

絶 線 用 ビニ ー ル テー プ (普通 に 用 いる 幅 20mm の も の) 
は ん だ ご て (20W ぐ らい で て 、 こ て の 部 分 の 紅い も の ) 
は ん だ (や に 入り ) 

ペー スト (は ん だ 用 フラ ックス ) 
細目 の 小型 や すり 、 紙 や すり 

ラジ オペ ンチ (ペン チ 、 ニ ッ ペ パー 茹 用 の 工具 ) 

シン ナー か アル コー ル 、 ペ ンジ ン 等 

セロ テー プ ( 幅 20mm) 

硫黄 と 塩素 酸 カ リウ ム (硝石 で も よい ) を 1 : 1 て 混合 し た も 
の を 一 つま み 

ぼろ 切れ 

電池 (1.5 V) 2 本 
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大 手順 支 


(1) ビニ ー ル 線 の 被覆 を ラジ オペ ンチ て むき 、 下 図 の 長き に する 。 


5 mm 


の Cam 20mm 


(むい た 線 は より 合わ せ て お く ) 


きき 計 に 接続 する の に 必要 な 長き 






(2) ヒー ター の ね じ 部 を シン ナー 等 で ふき 、 (1 ) の 線 を 巻き つけ る 。 





(3) は ん だ ご て の 先端 を や すり で よく 磨き 、 電 源 を 入れ て 加 熟 する 。 





(4) こ て 先 に は ん だ を 押し 付け 、 は ん だ が 溶け て 銀色 に 輝け ば 項 度 よ い 
温度 で ある 。 ね ずみ 色 に 酸化 する の は 過熱 状態 。 電 源 を 切っ て 、 適 温 
に 常に 保つ こと 。 


や に 入り は ん だ 
— ご て 


(5 ) (2 ) て 巻き つけ た 線 に こ て を 押し 付け 、 被 矯 の ビニ ー ル が 溶け な 
い 程 度 に 加熱 し た と ころ で は ん だ を 押し 付け 、 は ん だ づけ する 。 こ の 
要領 は 最初 は 難 か し い 。 う まく つか な い 場 合 は 、 フ ラッ クス を マッ チ 
棒 等 で 少量 ぬり つけ て 後 行 な を ば うま くつ く 。 
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この 部 分 の ビニ ー ル 祝 覆 が 
溶け な い 程 度 加 熟 





(6) し っ か りつ いた か どう か 、 線 を 軽く 引っ ぱっ て 確か め る 。 汚れ は シ 
ン ナ ー 等 て 落し 、 極 里 な 出 っ ぱ り が あれ ば 、 や すり て 落す 。 


(7) 残り の 線 (3mm) 部 に 、 (5 ) の 要領 で ほ は ん だ を の せる 。 
こ て は ん だ が の る 


〆 


は ん だ ーーー テ 8 


3m 部 


(8) これ を ヒー ター の 況 の 部 分 に 合わ せ 、 こ て を 押し 付け る と 、 は ん だ 
が 再び 溶け て は ん だ づけ され る 。 こ の 作業 は 手早く 行なわ な いと 、 ヒ 
ー タ ー 内 部 の は ん だ づけ が は ずれ て 、 ヒ ー タ ー 巨 体 が だ め に な る こと 





(9) (6) の 作業 を 繰り 返し た 後 、 ビ ニー ル テ ー プ を 巻く 。 そ し て 、 電 
池 を 使っ て 試験 する 。 





赤 熟 すれ ば よい 


(10) ヒー ター 部 に セロ テー プ を ぐる り と 2 周 程 落 きつ け 、 筒 型 に する 。 
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(11) 混合 し た 火薬 を 少し ずつ 上 か ら 入 れる 。 ビ ニー ル て 巻い た 根本 部 を 
指 で 軽く は じき な が ら つ め 、 絶 対 に 本 な ど て 提 し 込ま な いこ と 。 


の 
LGW I 


PV 
は じ く 


(2) 口 の と ころ まで つま っ た ら 、 セ ロ テ ー グ 外周 に つい た 火薬 を ほろ な 
ど で き れい に ぬぐい 、 も う 一 度 セ ロ テ ー プ を 今度 は ぐる で ぐる 巻き に 、 
5 て 6 回 巻き つけ る 。 


デー / 
| | } 0) ょ り 5my 程 ーー 押し っ ぷす 
高く する 。 そ し て 
ここ を 押し っ ぷす 
と 口 が と じ る 。 一 と 
ュー ング 


(13) これ て 完成 て ある 。 実験 の 要領 は 次 項 に 記す 。 
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B 時 限 装置 


どこ て も ぉ る 入手 て きる トラ ベル ウオ ッ チ の めざまし 機構 を 使 
っ て 、 タ イム スイ ッ チ に 改造 する 。 


文 用 意 す る も の 友 


1 
2 


トラ ベル ウオ ッ チ 

ビニ ー ル 補 覆 線 (細め の も の 、 黒 、 黄 、1 女 ぐら い ) 

銅板 (0.2mm 厚 で らい の 注い も の 。 な けれ ば で きる だ け 薄 い プ 
リキ 板 な ど で 、 は ん だ づけ 可能 な も の 、10mn 角 ) 

接着 剤 ( 非 電 導 性 で 、 金 属 の 接着 が で きる も の 。 瞬間 接着 剤 の 
方 が 早く て 便利 ) 

は さ み 

ラジ オペ ンチ 

ドラ イベ バー (時 計 の 分 解 作 業 の 為 だ か ら 精 密 ド ライ バー が よい ) 
や すり 、 紙 や すり ( 目 の 細 か いも る の) 

は ん だ ご て ( 先 の 細い も の ) 

や に 入り は ん だ 、 ペ ー ス ト 

シン ナー まだ た は ペン ジン 、。 アルコール 

ぼろ 切れ 

ビニ ー ル テー プ 

ドリ ル (ハン ドド リル 、 電 気 ド リル ) 刃 は 径 2mm、 金 属 用 
電池 ( 単 3 電池 2 本 ) 

ビ ピンセット 


大 手順 大 


(1) 時 計 の 分 鮮 。 ド ライ バー を 使っ て 、 ま ず 外 側 ケ ー ス か ら 、 時 計 部 を 
は ず す 。 普通 、 蝶 答 で ね じ 止 めき され て いる の で 、 ね じ を は ず す だ け で 


よい 。 


(以後 は ず し た ね じ 類 は 、 箱 に 収め て な くさ な い 様 に 気 を つけ 、 


また その は ず し た 部 位 を 記憶 し て お く こ と 。) 
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の 


RT 





(2) 時計 部 婁 ぶた を は ず す 。 そ の 前 に 色々 な っ まみ を は ず す が 、 ね じ 込 
みさ れ た つま み は 、 人 作動 の 有 回 転 (矢印 の し て ある 方 向 と 逆 ) 。 た だ 
の 押し 込み 式 は 、 引 っ 張れ ば は ずれ る 。 た ま に 、 直 め 金 を 使っ た つま 
み が あ る が 、 紹 い ド ライ バー 等 で て 、 こ わる な い 粒 注意 し て こじ れ ば は 
ずれ る 。 い ずれ の 場合 で も 、 無 理 矢 理 は ず そ うと し な いこ と 。 取付 け 
方 法 を よく 確か め れ ば 、 は ず す の は 部 か し く は な い 。 





(3) 裏ぶた が は ずれ た ら 、 は ず し た つま み を も と に 諾 す 。 横 か ら 水平 に 
見 透 し な が ら 、 め ざま し の 時 間 を 合わ す つ まみ を ゆっ くり 回 し て みる 
と 、 文 字 般 の 短針 と 、 め ざま し の 針 が 重なる 時 、 カ テ チッ と 旨 が し て 上 
下す る 板 ば ね が ある か ら 、 そ れ を みつ ける 。 この 板 は ね は 2 つの ※ ア 
を 押し つけ て いて 、 短 人 針 の そ \ ア の つめ と 、 め ざま し 針 そ ア の 穴 が 重 な 
る と 、2 枚 の キア が くっ つく 。 板 ばね の 先 は 、 ベ ル を 0 ら す ハン マー 
の スト ッ パ ペパー に な っ て いて 、 こ の スト ッ パ ー が 下方 に 下がる こと て ハ 
ンマ ー が 開放 を きれ 、 ベ ル を 0 島 ら す 。 


ーー 板 ば 1 





押し つけ て 


短針 メア 





文字 盤 。 めざまし 針 \ ア 穴 


原理 と し て は 、 こ の 板 ば ね を スイ ッ チ の 電 村 と し て 改造 する と 考え 
て よい 。 
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板 ば ね 電極 一 ーー。 記 「 蜂 三 接触 
新た に と りつ けた 


ーー 
電極 っ 40 


(4 ) 





黒 線 の 先端 を 10mm ほ ど む き 、 時 計 本 体 に は ん だ づけ する 。 ス プリ ン 
グ 基 部 が 固定 され て いる 基板 ① を 文字 毅 う ら に と り っ け て いる ネジ ② 
を さがす 。 時計 の 構造 は 普通 2 枚 の 基板 の 問 に ぜん まい や ※ ア を つめ 


込ん て 、 そ れ を 文字 盤 う ら に ね じ 止 めし て ある 。 こ の ネジ (② を ゆる め 
て 線 を 巻き つけ 、 し め つ けた 後 、 は ん だ づけ する 。 





基部 
板 ば ね i 
文字 盤 
(5 ) 


板 ば ね 先端 部 に あたる 文字 盤 う ら に 、 接 着 剤 を つけ 固め る 。 こ れ は 
電 格 を 取り 付け る 際 の 絶 線 と ペー ス を 兼ね る 。 


/ 板 ば ね 
接着 剤 ーー る 
1 
(6) 板 ば ね 先端 の 幅 と 同じ に 銅板 を 切り 、 電 極 を 作る 。 伸 ば し た 状態 で 
の 全長 は 10gm で らい 。 
SS 
Me 、> 
N 横 か ら み た と ころ 
て へ 折り まげ る 


これ に 黄 線 を は ん だ づけ する 。 


巻き っ つけ まう 折り まげ 1 * 


(8) この 電極 を 接着 剤 で 文字 盤 う ら (5) の ペー ス に 取り 付け る 。 2 極 
の 間隔 を 調節 する 。 基準 三 1mm。 め ざま し の つま み を 回 し て 板 ば ね を 
上 下さ せ 、 接 触 三 開閉 の 具合 を よく みて 調節 する こと 。 


PR 


lat 
(9 ) (2 ) で は ず し た 裏ぶた を は め る 。 その 前 に 2 本 の 線 が 具合 よく 外 
に 引き 出せ る よう に 、 裏 ぶた 側面 に ドリ ル で 穴 を あけ る 。 





(10) つま み 類 を 取り 付け た な ら ば 、 試 験 を 行なう 。 


豆 電 球 (2.5 V 用 ) 





a) まだ つか な い tb) 重なる と ラン プ が 点 燈 c) ラン プ が 消え る 


(注意 ) b)c) の 間 の 時 間 間 喝 が 30 分 以上 ある 三 な か な か ラン プ が 消え 
な い 時 は 、 2 電極 の 間隔 が 近 す ぎる の が 原因 で 、 許 節 が 必要 。 
15 分 前 後 を 目安 に 調整 する こと 。 


(11) (1) で は ず し た ケー ス に 本 体 を 戻す 。 
(12) 電源 用 の 電池 を は ん だ づけ する 。 こ れ は 実際 に 爆 又 等 に 使う 場合 は 、 


決行 直前 に つく る 方 が 、 自 然 放 電 を 防ぐ 為 に も よい 。 
ビニ ー ル テー プ て 巻く 黄 ニー 





2 線 を 絶対 に 触れ させ 
な いこ と 。 
長き を ち が え て お け ば 
接触 し ない 。 


は ん だ づけ 
4 ヶ所 





ここ は は ん だ づけ 
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4) 実験 電気 雷管 を 深い 金属 の か ん の 旗 に 置き 、 実 際 に セッ ト 
し て みる 。 (1 時 間 後 で らい) 


(注意 ) で きる だ け 屋 外 で 行なう 。 多 小 の 音 と 発煙 を 伴う の で 、 室 内 、 


屋外 を 問わ ず 配慮 する こと 。 特に 、 硝 煙 臭 に 注意 。 か ん の 周囲 
1 ヵ 以内 に 可燃 物 を お か な いこ と 。 消 火 水 も 用意 する こと 。 


「 


200 mm (13) て 配線 し た 時 計 と 電池 


L【 


ふた は し な いこ と 


y 








第 2 章 








第 1 章 で 、 武 装 闘 争 を 始め る 礼 の 最低 限 の 準備 に つい て 述べ た 。 も ちろ ん 
これ は 最初 の 第 一 歩 で あっ て 、 “軍事 の 技術 " と いう 点 で は あく まで 入門 編 
で あぁ あり 、 技 術 的 訓練 の 第 一 課程 な の だ 、 と いう 風 に 考え て ほし いと 思う ぅ 。 

火薬 、 雷 管 、 時 計 。 こ の 3 っ の 要素 を 完全 に 習得 すれ ば 、 相 当 強 力 な 爆発 
物 を 作る こと が で きる 。 し か し 、 ひ と つ ひ と っ の 作戦 に 必要 な 爆弾 と し て 充 
分 な 条件 を 備え て いる も の を 作る こと が で きる の か どう か 。 言い 換え れ ば 、 
威力 (効果 ) 、 重 量 (大 き さ ) 、 時 限 避 能 範 囲 (12 時 間 以 内 ) と それ に プラ 
ス ア ルフ ア を 加え た 4 っ つの 要素 が 、 作 戦 上 の も の と 、 和 実際 作っ た も の と びっ 
た り 一 致 さ せら れる か どう か 。 あ るい は また 、 ど の 様 に し て その 不足 を カバ 
ー す る の か 。 こ の 重大 で 困難 極まる 問題 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 特殊 性 を 考 
えれ ば 、 万 能 処 方 な ど と いう 便利 な も の は な い 。 こ の 章 で 扱 お うと する 内 容 
は 、 そ うい う や っ か いな 問題 を か か えて いる わけ で 、 こ の 昔 を いか に 正確 に 
読み と り 実 践 に 適用 し て いく か は 、 読 者 て ある 兵士 諸君 の 研究 心 と 経験 の 積 
み 生 ね に か か っ て いる と いえ よう 。 


第 1 第 
爆 破 


火 落 な どの 燥 発 は 、 委 風 、 衝 激 波 、 高 圧 高熱 ガス 、 破 砕 片 の 激 究 な どの 巨 
大 な エネ ル ※ー を 生じ させ る 。 わ れ わ れ は この エネ ルギー を 利 月 し て 何等 か 
の 目的 を 達し よう と する の で ある 以上 、 こ の “爆発 " の メカ ニズム に つい て 
理解 し な けれ ば 、 有 効 に 爆弾 を 使い こなす こと は で き な い だ ろう 。 

ここ で いま 説明 の 都合 上 、 火 薬 と 爆薬 と いう 2 つの 系 統 に 分 け て 考え て み 
る と 、 一 般 9 に 次 の よう に 考え て よい と 思わ れる 。 な お ここ で いう 香 管 と は 
起爆 用 の 添 装 薬 を もち っ た も の (工業 用 雷管 等 ) で ある 。 





火薬 ……… 雪 管 が な く て も 爆発 させ られ る が 、 強 力 な 容器 ( 弾 体 ) に 密 
閉 し な けれ ば な ら な い 。 

爆薬 ………・ 電 管 を 使わ な いと 爆発 し な い が 、 特 に 強力 な 容器 を 必要 と は 
し な い 。 


つま り 、 爆 薬 ( 例 、TN TT、 ダ イナ マイ ト 等 ) は 雷管 が あれ ば 、 容 器 な ど 
関係 な く 当 発する が 、 火 薬 (黒色 火薬 等 ) は 、 特 別 な 場合 を 除い て 強力 な 容 
器 を 必要 と する 。 (特別 な 場合 と は 、 規 管 装着 、 あ る い は 鋭 感 刑 を 加え で て で あ 
る よう な 場合 。) 特に 第 1 章 第 3 秒 で 述べ た 、 砂 炉 で 代用 し た 火薬 な ど は 、 
太 炭 と 比較 し て 燃焼 速度 が ゆる や か な の で 、 大 量 に 、 強 力 な 容器 に 入れ な け 
れ ば 威力 は 引き 出せ な い 。 


それ で は 、 容 器 ( 弾 体 ) の 問題 も 含め て 実際 的 な 問題 に ふれ よぅ 。 以 下 箇 
条 和 書き て 記す 。 
1 火薬 お よび 爆弾 は 、 で きる だ け 使 用 直前 に 作り 、 長 期 保 存 は し な いこ と 。 


2 砂糖 で 代用 し た 火薬 は 5Kg 単 位 ぐ らい で 使わ な いと 威力 は 望め な い 。 塩 
素 酸 カリ ウム を 主剤 に し た 火 末 、 爆 薬 を 混合 し 併用 する な ら ば 、 よ り 良 い 
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結果 を 引き 出し 得る 。 

「 威 力 」 と は 非常 に 漠然 と し た 言葉 で ある 。 一応 ここ で は 、 対 象 は 一 般 
的 な コン クリ ー ト 、 人 金属 等 の 構造 物 と 考え て よい 。 な お 対 入 殺 傷 用 て 、 確 
実に その 人 間 に 接 近 し て 爆発 させ られ る 場合 は 、 こ の 十分 の 一 程度 て よい 。 


3 それ 自体 て 容器 と みな せる よう か な 場所 に 仕掛 ける 場合 一 コン クリ ー ト 
の 穴 、 土 中 等 の 場合 は 、 容 器 を 特に 強力 に する 必要 は な い 。 それ 以外 の 場 
所 な ら ば 必ず 強い 容器 に つめ る 。 

閉塞 きれ た 場所 一 マン ホー ル 、 小 部 屋 、 自 動車 内 、 冷 蔵 庫 内 等 で は 、 
開放 され た 場所 一 屋外 等 より 破壊 力 は 大 きい 。 従っ て 同じ 仕掛 ける な ら 
ば 、 閉 塞 き れ た 場所 を 選ぶ 。 


4 カモ フラ ー ジ ュ す る 場合 は 、 同 時 に 容器 も 補強 きれ る 方 法 を と る 方 が よ 


い 。 


5 容器 の 材質 は 鋼鉄 が 最上 。 その他 、 鋳 鉄 、 青 銅 、 黄 銅 、 銅 、 ア ルミ 、 釣 、 
厚手 の 陶器 、 ガ ラス 、 コ ンク リー ト 等 。 


6 理想 8 的 な 形状 は 、1 ポン ペ 状 、 2 管状 、 3 角柱 状 の 順 で ある 。 


(て う 】 
1 | 人 


7 火薬 を つめ る 口 は ネジ 状 (1、2) が 良い が 、 厚 め の ふ た を し て 、 横 か 
ら ネ ジ 、 ピ ン 等 で 止め て も よい (3) 。 鉄 、 鈴 等 





8 肉 の 厚 さ は 、 鋼 鉄 の 場合 で 2 mm 以上 。 そ の 他 の 材質 の 場合 は も っ と 厚く 
する 。 


9 何 本 か の バイ プ 等 に 別々 に 火薬 を つめ て た ば ね 、 起 燥 する の は ひと っ だ 
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け 、 と いう よう な や り 方 を し て も 、1 本 の 楽 量 が 100g や 200g で は 診 爆 
し な いこ と が 多い 。 必ず 容器 は 単 一 に する こと 。 


10 火薬 を っ つめ る 口 の 反対 側 の 端 部 も る 、 ね じ 、 溶 接 等 で 完全 に ふき ぐ こ と 。 
それ 以外 の 方 法 と し て は 、 ガ スペ パー ナー 等 で 赤く な る まで て 焼い て ハン マー 
で た た きつ ぶし 、 火 薬 ガ サス が も れ な い 様 に 鉛 な ど を つめ て も よい 。 鈴 は 鉄 
な べ で 、 ガ ス に か け て 溶かす 。 

電気 雷管 等 を 引き 出す 為 に 、 ふ た 、 管 部 な ど に あけ た 小穴 は 特に ふさ が 
な く て も よい が 、 火 系 は 一 般 的 に は 混 気 を 極端 に きら うぅ の て 、 接 着 剤 等 で 
ふさ いで お け ば 安全 で ある 。 


ビニ ー ル 袋 等 で 、 火 薬 と 
管内 壁 と は 防 足 する 


区 一 に ーー np 










人 弟 部 は クッ ショ ン と し て ゴム 粘土 、 
ある い は 布 、 紙 な ど を つめ る 


(小型 糧 弾 の 代表 的 構造 図 ) 


< 人 有 


針金 を びっ し り コ イル 状 に 
何 重 に も 巻き 、 強 力 な 接着 
刑 で 固定 する 。 





き 
き 
き 
き 
き 
き 
き 
ミ 
ミ 





大 小 容器 を 生 ね て 使う コン クリ ー ト づめ 


12 一 般 的 に 、 両 端 部 は 弱い の て 十分 補強 し 、 ね じ の 場合 、 ね じ 部 は 大 きく 
と る 。 それ が でき ない 時 は 、 仕 掛け る 時 、 端 部 が 床や か べ に 押し 付け られ 
る よう に 置く 。 


13 タイ マー 部 (時 計 十 電光 ) と 笛 弾 は 仕掛 ける 直前 に 結合 し 、 で きれ ぼ そ 
の 前 に 豆 電 球 等 を 使っ て 安全 を 確か め る 時 間 的 余裕 を も つ 。 


14 可能 な ら ば 、 爆 弾 は 、 重 石 (お も し ) 、 か す が い 、 太 い 針 金 、 ロ ー プ 等 
て 対象 に 固定 する 。 














15 置く 場所 が 、 土 、 砂 利 、 板 張り 等 の 弱い と ころ で コン クリ ー ト べ い な ど 
を 燥 破 す る 場合 、 下 に 厚い 鉄板 、 石 な ど を 置け ば 力 の 分 散 を 防ぐ こと が で 
きる 。 


16 対象 に 接し て いる 部 分 以外 は て きる だ け 重 く て し っ か り し た も の で て お お 
うと よい 。 
対象 


8 
eens ol 


17 時 計 は 爆弾 に 近接 密着 させ て お か な いと 、 ま る まる 証拠 を 残す こと に な 
る 。 


石 、 家 具 等 


SA 


18 爆弾 を 2 個 以 上 極 く 近接 し た 場所 に 仕掛 ける の は 難 か し い が 、 も し やむ 
を 得 ず 仕 掛け る 場合 、 タ イマ ー は 一 つて 併用 し 、 爆 弾 は 並列 に 接続 する 。 
また 、 コ ー ド の 延長 に よる 電気 抵抗 が ある の で 、 電 池 を 増し て 電圧 を 上 げ 、 
全部 の 雪 管 が 同時 に 発火 する よう に 、 調 整 し 実験 を 行なう こと 。 こ の 場合 
も 、 前 項 17 を 守る こと 。 
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19 通常 一 つの 爆弾 に 電 管 は ー っ で よい が 、 雷 管 自体 の 不良 と いう 可能 性 を 
考え る と 、2 個 普 列 に つけ て 不発 を 防ぐ の も よい 。 





20 不発 の 場合 、 分 解 し て 指紋 検出 され る 場合 が ある の で 、 あ ら ゆ る 材料 に 
指紋 を 残し て は な ら な い 。 作る 時 、 材 料 に 直接 手 を 触れ な いよ うに 手袋 で 
扱え ば よい の だ が 、 そ れ が で き な か っ た 時 は 、 組 立て 時 に シン ナー 等 で ふ 
き 取 る 。 


21 金属 杖 料 を 扱う 工具 に つい て 人 参考 まで に 述べ れ ば 、 
@ 電気 ドリ ル …………・1 万 円 前 後 で ある 。 チ ャ ッ ク 能 力 (穴あけ 
能力 ) が 6.5mm 以 上 の も の が よい 。 ス タン 
ド を つけ て 卓上 ポー ル 盤 型 に な る も の も あ 


る 。 

⑧ グラ イン ダー…………・1 万 5 千 円 前 後 の も る の が よい 。 用途 は 広い 。 

⑧ や すり …… の em… 目 三 荒 、 中 、 細 、 油 目 
型 = 平 、 丸 、 半 丸 ) oi 

© 万 力 (バイ ぇ ) ……… 万 能 型 ホー ム バ イス 、 一 般 工 作用 第 万 カ 等 
が ある 。 品 が 100mm ぐ らい の 大 型 の 方 が 用 
途 は 広い 。 

©⑧ タッ プ と ダイ ス お よび 回 し 工具 ……… オ ネジ 、 メ ネジ を 切る 工具 。 

@ ガス トー チー・…- "バイ プ を 赤 め た り 9、 は ん だ づけ 、 鈴 を 深 か 
す 等 に 使え る 。 ガ ソリ ン 使 用 の も る の だ が 、 
プ タ ン ガス を 使う 便利 な も の も ある 。 

@ パイ プレ ンチ ee パイ プ の ね じ を 締め つけ る た め の 工 具 。 
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第 2 篇 
作戦 の 一 般 的 原則 


1 作戦 の 準備 に つい て 


A 


⑧⑨ 爆弾 を 使う 作戦 の 準備 に は 、 早 く て 1 ヶ月 、 こ みい っ た 作戦 や 、 経 
験 の 少な い 部 隊 の 場合 は 数 ヶ月 を 要する も の と 考え て よい 。 それ 故 、 
情勢 に 敏感 に 対応 し た 作戦 を 展開 する 釣 に は 、 あ ら か じ め 攻 撃 対 象 、 
攻撃 方 法 を 想定 し て 準備 を 進め て お く 必 要 が ある 。 そ うぅ すれ に 準備 不 
是 の 危険 を お か すこ と も な く 、 情 勢 に 即応 し た 作戦 を 展開 する こと も 
決し て 不可 能 で は な い 。 


©⑧ 作戦 準備 の 3 つの 要素 を あげ る と 次 の 様 に な る 。 
A 調査 
B 爆弾 の 製造 
C 作戦 計画 と 訓練 


調査 

(1) 攻撃 の 対象 を と り ま く 条 件 に つい て 。 (警備 、 交 通 な ど と 全般 的 
な も の ) 

(2) 破壊 ある い は 殺傷 、 放 火 を 効果 9 に 3! き 出せ る 条件 に つい て 。 

(構造 、 移 動 、 な どの 科学 的 検討 ) 

(3) 自分 達 の 組 (ある い は 個人 ) の 力量 と の か ね あい て 選択 すべ 
き 条 件 に つい て 。 (お お ま か な 作 戦 計 画 と 実際 の 条件 と 比較 検討 ) 

(4) その 他 。 


B 爆弾 の 製造 


(1) 威力 と 形状 の 決定 。 
(2) 不足 材料 の 入手 。 
(3) 製造 場所 の 確保 。 


(4 ) 
(5 ) 
(6 ) 


必要 に 応じ た 実験 。 
製造 後 の 保 管 。 そ れ に 伴う 運搬 。 
その 他 。 


作戦 計画 と 訓練 


(1) 
(2 ) 


(3 ) 


(4) 


(5 ) 
(6 ) 


(7 ) 


Q0) 


(11) 


12) 
(13) 


作戦 に 加わ る 兵士 の 員数 、 志 気 、 能 力 の 確認 と 点検 。 

作戦 決定 の プロ セス ーー 決定 の プロ セス と し て は 、 ま ず 退 路 を 
いか に 確保 する か と いう こと に 重点 を お いて た て る べき で ある 。 
絶対 に 退路 を あい まい に し て は な ら な い 。 

計画 書 は 2 部 以上 作成 し な い 。 

村 画 書 お よび 保存 用 以外 の 資料 は 、 作 戦 直 前 の 最終 確認 後 焼却 
する 。 

能力 以上 の 無理 矢 理 な 作戦 は た て る べき で は な い 。 

作戦 中 の 行動 6 半 長 を お く 方 が よい 。 (行動 隊長 は 作戦 中 の 指揮 
権 を 持っ ) 

作戦 の 手直し を 直前 に 行なっ て は な ら な い 。 ま た 参加 者 全員 の 
承諾 と 確認 な し に 行なっ て は な ら な い 。 

作戦 後 の 情 報 収 集 、 情 報 交 換 の 方 法 は 、 あ ら か じ め 決 定 し 準備 
し て お く 。 

爆発 前 に 発見 され た り 、 不 発 だ っ た り 、 予 定 外 の 結果 が 生じ た 
場合 の 基本 方 針 は 決定 し て お く 。 具体 策 も 事前 に 準備 し て お く 。 
事前 事後 に 登 告 を 発し た り 、 宣 言 を 発 家 し た りす る 戦術 上 の 動 
き に は 、 特 に 周到 な 準備 と 配慮 、 慎 重 な 行動 が 要求 きれ る 。 
公共 交通 機関 以外 の 車両 、 特 に 自家 用 自動 車 の 使用 に は 注意 を 
は ら う こと 。 作 戦 上 どう し て も 必要 な 時 以 外 は 使用 を 避け る べき 
で ある 。 やむをえ ず 使 う 場合 で も 、 ナ ン バ パー プレート 、 ポ デイ カ 
ラー 等 を 工作 し て 万 全 を 期す こと 。 兵士 、 爆 弾 等 の 単純 な 輸送 に 
用 いる 場合 で 、 作 戦地 域 に 近づい た な ら ば ぱ 他 の 輸送 手 彼 に 切替 
える よう か な 場合 は この 限り で な い 。 

自動 車 を 使う 場合 、 交 通 渋滞 の 可能 性 を 忘れ て は な ら な い 。 
ナイ フ 、 銃 な ど て 武装 する 場合 、 や む を え ず それ を 使用 し た こ 
と で 、 全 く 予 想 外 の 状況 が 起こ り 得る 。 武 装 の 可否 は 、 現 在 の 状 
況 の 中 で は 慎重 に 検討 すべ き 問題 て ある 。 積極 的 、 攻 撃 的 に その 
武器 を 使用 する よぅ な 作戦 以外 で は 、 所 持 は 避け た 方 が 無難 と も 
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言え る 。 し か し この 問題 に つい て は 、 一 般 論 と し て で な く 、 運 動 
の 方 向 性 と し て 更に 深く 考え ね ば な ら な い 問 題 て で ある か ら 、 判 断 
は 読者 に ゆだね る 以外 に な い 。 

(14) 変装 、 疑 装 を 原則 と する 。 

(15) 爆 夏 、 和 殺傷 の 対象 を 限定 し 、 無用 な 巻き ぞ え な どの 犠 竹 を 出さ 
な い 様 に 作戦 上 配慮 し な けれ ば な ら な い 。 


( 邊 練 ) 

(16) 証 練 を 可能 な 限り 行なう ぅ 。 

17) 燈 弾 を 仕掛 ける 動作 、 タ イマ ー を 結合 する 動作 、 な ど は その 任 
務 を 負っ た 兵士 が 無意識 に 動け る ま て 訓練 する 。 な ぜ な ら ば ぱ ば 、 こ 
の 動作 は 非常 に 短 時 間 の うち に 警戒 の 目 を ぬっ て 行なう 必要 が あ 
る し 、 虹 発 の 心配 も ある 、 最も 危険 性 の 高い 瞬間 だ か ら だ 。 

G8) 不発 、 暴 発 を 避け る 為 に は 、 あ ら ゆ る 可能 性 を 考え て 実験 、 副 
練 を 繰り 返す こと と 、 爆 弾 を 、 そ の 構成 要 率 の ひと つ ひ と っ に っ 
いて 念入り に 製作 、 試 験 する 以外 に な い 。 


2 作戦 行動 に お ける 注意 


(1) 作戦 地域 に は 、 直 前 直後 は 近づか な い 。 

(2) ちり 紙 か ら 切 符 、 た ば ぱこ に 至る まで 指紋 残留 を し ない 。 

(3) 作戦 に 関係 ある 話題 、 ニ ュー ス に つい て 、「 他 人 と の 会 話 」 に 
絶対 に 出 き な い 。 

(4) 作戦 地域 で 作戦 行動 中 に 店 で 飲食 する の は 、 あ ら か じ め 作 戦 に 
組ま れ て いる 時 間 調 整 等 以外 に は し て は な ら な い 。 

(5) 人 に 道 や 時 間 を 半 く よう な 馬鹿 な まね を し な いこ と 。 

(6) 作戦 中 の 服装 、 持 ち 物 の 数 量 チ エッ ク は 厳重 に 行なう 。 特 に 手 
袋 、 め が ね 、 ペ ン 、 た ば こ 、 マ ッ チ 等 を 落と し た り 、 忘れ た り し 
や すい 。 作戦 に 不要 な も の は 絶対 に 所 持 し な い 。 
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3 総括 的 な 注意 


(1) 


(2 ) 


(3 ) 


爆弾 の 最終 チエ ッ ク 、 條 戦 の 打ち 合わ せ 、 人 員 の 配置 、 輸 送 に 
関す る 手配 、 必 要 な 訓練 、 等 の 準備 と を すべ て 終え た な ら ば 、 数 日 
間 の 待機 期間 を と れる よう に スケ ジュ ー ル が 組ま れ て いる こと 。 

兵士 の 精神 89 動 手 や 、 組 織 的 矛 持 な ど が 、 準 備 期 間 に 現 れる こ 
と が 多い 。 そ の 場合 、 当 然 そ れ を 克服 する べく 努力 する こと みか 必 
要 だ が 、 余 り に 全体 的 、 組 織 的 な ガタ つき が ある 場合 、 特 に 、 思 
想 的 対立 等 が 生じ た 場合 は 、 中 止 な いし 延期 すべ き で ある と 思わ 
れる 。 

作戦 送 行 中 、 偶 発 69、 突 発 的 な 支障 が 生じ た 場合 、 あ くま で 計 
画 を 完遂 する 立場 で 処理 すべ き で あり 、 兵 士 個 人 が 中 途 で 自己 の 
意志 で 中 止 す る べき で な い 。 なぜなら 、 実 際 の 作戦 に お いて は 相 
互 に 運 絡 不可 能 な 場合 が 多く 、 作 戦 の 勝手 な 中 断 は 、 他 の 任務 を 
遂行 中 の 兵士 を 窮地 に お と し いれ る か も し れ な いし 、 運 動 全体 に 
と っ て 大 き な マ イナ ス に な る か も し れ な いか ら で あ る 。 


@ 本 香 の 持ち 歩き を 、 お よび 保管 に は 十分 注意 する こと 。 
@ 本 書 の 増し 則り 、 海 賊 版 を 作る 場合 に は 、 ミ スプ リン ト の 
な いよ うに 十分 注意 する こと 。 


続編 予告 


最近 の 国内 の 爆弾 関 争 の 概括 

電気 部 品 、 エ 具 、 機 械 、 材 料 その 他 の 知識 
モデ ル ガ ン の 改造 と 手製 実包 の 製造 
火薬 庫 の 盗難 防止 装置 に つい て 
塩素 琶 カリ ウム の 製造 

トリ ッ ク 爆 鞍 の 製造 (小包 、 和 手紙 爆 弾 な ど ) 
" 狼 ” 式 手 投 弟 弾 の 肌 千 
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